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　４月２7日に落合の鱗屋農園でトマトの
苗植えが行われ、子どもたちも作業を手
伝いました。新型コロナウイルスの影響
で学校も休校となりましたが、今後の子
どもたちの健やかな成長が願われます。

希
望
の
芽
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下
郷
町
の
人
工
透
析
患
者

は
何
人
か
。

町
に
お
い
て
は
、
糖
尿
病

性
腎
症
の
割
合
は
４
割
程

度
、
高
血
圧
か
ら
腎
硬
化
症
に
よ

る
人
工
透
析
導
入
に
至
る
ケ
ー
ス

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

国
保
基
金
積
立
の
残
高
と

使
い
道
は
。

県
へ
納
付
す
る
際
保
険
税

不
足
が
生
じ
た
場
合
、
基

金
を
取
り
崩
し
て
使
う
こ
と
に
な

る
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

特
定
健
康
診
査
を
広
め
た

い
が
昨
年
は
何
人
受
診
し
た
の
か
。

４
８
１
名
で
あ
る
。

介
護
施
設
入
居
を
待
っ
て

い
る
方
は
何
人
か
。

令
和
元
年
12
月
現
在
、
下

郷
ホ
ー
ム
46
人
、
レ
ジ
デ

ン
ス
18
人
、
田
島
ホ
ー
ム
19
人
、
優

雅
７
人
で
あ
る
。
判
定
は
、
施
設
が

独
自
に
数
ヶ
月
ご
と
に
行
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

十
文
字
の
あ
る
地
区
で

は
、
長
年
簡
易
水
道
の
水

圧
が
非
常
に
弱
く
、
生
活
に
不
便

を
き
た
し
て
き
た
方
々
が
い
る
。
町

で
は
現
在
ま
で
ど
う
対
応
さ
れ
、
今

後
、
水
道
料
の
軽
減
を
含
め
て
ど
の

よ
う
な
改
善
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。

圧
力
の
不
足
し
て
い
る
個

人
宅
に
関
し
て
は
、
家
屋

を
新
築
す
る
際
に
ポ
ン
プ
付
タ
ン

ク
の
設
置
（
自
費
）
を
勧
め
て
い

る
。
ま
た
、
現
状
で
は
、
条
例
上
、

水
道
料
半
額
と
い
う
こ
と
は
な

い
。
圧
力
を
解
消
す
る
た
め
装
置

を
付
け
る
と
か
、
普
通
に
人
並
み

に
使
え
る
方
策
を
現
在
、
検
討
し

て
い
る
。子

宝
祝
金
の
こ
こ
２
年
間

の
第
３
子
・
第
４
子
は
ど

の
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。
今
年
度
は

ど
の
く
ら
い
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

ま
た
他
で
は
、
第
１
子
か
ら
給
付
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
金
額
も
少

な
い
と
思
う
が
、
上
げ
る
こ
と
を
考

え
ら
れ
な
い
の
か
。

平
成
30
年
度
は
第
３
子
２

人
・
第
４
子
１
人
令
和
元

年
度
第
３
子
１
人
・
第
４
子
１
人

令
和
２
年
度
の
見
込
み
は
、
第
３

子
４
人
・
第
４
子
１
人
で
あ
る
。
ち

な
み
に
第
３
子
は
10
万
円
・
第
４

子
20
万
円
で
あ
る
。
額
が
少
な
い

の
は
承
知
し
て
い
る
。
若
者
が
定

住
で
き
る
環
境
づ
く
り
か
ら
も
検

討
し
て
い
く
。

学
校
司
書
が
配
置
さ
れ
る

よ
う
で
あ
る
が
、
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

主
要
５
教
科
に
共
通
し
た

学
力
向
上
の
対
策
と
し

て
、
読
解
力
の
向
上
が
必
要
不
可
欠

と
言
わ
れ
て
い
る
。
学
校
訪
問
し
、

読
書
量
の
増
加
、
良
質
な
図
書
の
斡

旋
・
推
薦
な
ど
の
活
動
も
必
要
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る
。
司
書
教
諭
の
制

度
も
あ
る
が
、
12
学
級
以
上
の
学
校

に
配
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
し
か

し
下
郷
町
に
は
該
当
す
る
学
校
が

無
い
た
め
、
学
校
司
書
と
い
う
形
で

活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

移
動
支
援
事
業
委
託
料
と

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。屋

外
で
の
移
動
が
困
難
な

障
害
者
の
方
に
移
動
支
援

を
行
う
も
の
で
あ
る
。
現
在
１
人
の

要
望
を
受
け
付
け
て
い
る
。
住
所
は

下
郷
町
、
入
所
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
が
会
津
若
松
市
内
の
た
め
、

会
津
若
松
市
内
の
事
業
所
と
委
託

契
約
を
結
ん
で
い
る
。

定
住
促
進
住
宅
建
設
費
で

１
，
８
０
０
万
円
、
前
町
長

が
土
地
買
収
し
た
と
こ
ろ
を
宅
地

造
成
す
る
も
の
な
の
か
。
い
つ
頃
ま

で
の
完
成
を
見
て
い
る
の
か
。
何
世

帯
入
る
計
画
な
の
か
。

盛
土
を
中
心
と
し
た
造
成

工
事
に
入
る
予
定
。
令
和

２
年
度
は
、
暗
渠
排
水
、
そ
れ
の
手

前
に
表
土
の
掘
削
、
暗
渠
後
の
戻

し
の
形
で
計
画
。
そ
の
後
さ
ら
に
盛

土
の
計
画
が
あ
る
が
、
３
年
ぐ
ら
い

と
考
え
て
い
る
。
当
初
取
得
し
た
当

時
は　

24
戸
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
い
ま
の
と
こ
ろ
12
戸
程
度
の
木

造
建
築
物
で
計
画
し
て
い
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新
事

業
で
、
昨
年
の
台
風
19
号

な
ど
の
災
害
を
考
慮
し
て
見
直
し

を
す
る
と
思
う
が
、
更
新
時
の
調
査

内
容
は
ど
こ
に
着
眼
す
る
の
か
。
各

家
庭
に
大
事
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
、
す
ぐ
目
に
入
る
と
こ
ろ
に
保
管

す
る
よ
う
勧
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

台
風
19
号
の
際
、
避
難
所

を
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
開
放
。
町

民
体
育
館
は
、
耐
震
関
係
の
問
題
か

ら
解
放
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
も

踏
ま
え
、
新
耐
震
基
準
や
土
砂
災

害
警
戒
区
域
等
を
考
慮
し
、
改
め

て
指
定
避
難
所
及
一
時
集
合
場
所

等
の
見
直
し
を
行
う
。
そ
の
結
果
を

反
映
さ
せ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更

新
す
る
予
定
で
あ
る
。
各
世
帯
に
印

刷
配
布
す
る
。
さ
ら
に
各
地
区
に
大

型
の
警
戒
区
域
等
を
図
示
し
た
マ
ッ

プ
等
も
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

観
光
循
環
バ
ス
の
今
年
の

運
行
期
間
、そ
の
実
績
は
。

こ
の
事
業
は
県
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
最
終
年
に
な
る
。

令
和
１
年
度
は
、
湯
野
上
温
泉
駅
か

ら
観
音
沼
ま
で
、
延
べ
便
数
38
便
・

延
べ
乗
客
数
72
名
。
平
成
30
年
度

は
、
大
内
宿
や
観
音
沼
ま
で
運
行

し
、
延
べ
便
数
４
４
７
便
・
延
べ
乗

客
数
５
１
０
名
で
あ
っ
た
。
今
年
１

年
こ
の
事
業
を
継
続
し
、
２
次
交
通

の
充
実
を
図
り
観
音
沼
方
面
の
Ｐ

Ｒ
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

一 般 会 計 ・ 特 別 会 計 予 算 特 別 委 員 会

令和２年度一般会計及び特別会計の６会計は、予算特別委員会を設置し、委員長に小椋淑孝議員、副委員長に
湯田健二議員を選出。３月９日・10日の２日間にわたり審査を行い、町政全般の予算に対し、多くの質疑がありました。

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

町村名 人数 割合

下郷町 25 人 0.48％

南会津町 40 人 0.27％

只見町 11 人 0.27％

桧枝岐村 0 人 0％

人工透析患者数
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た
な
第
６
次
下
郷
町
総
合

計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
令

和
２
年
度
の
予
算
を
可
決
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
前

年
度
比
１
２
０
０
万
円
減
の

46
億
８
５
０
０
万
円
と
な
り
、

特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
前

年
度
比
８
３
１
万
５
千
円
増
の

20
億
１
１
９
３
万
５
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

歳
入
の
増
額
分
と
し
て
、
森
林

環
境
譲
与
税
や
地
方
消
費
税
交
付

金
が
増
額
と
な
っ
て
お
り
、
基
金

繰
入
の
う
ち
橋
梁
整
備
基
金
、
復

興
基
金
な
ど
か
ら
の
繰
入
が
増
額

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

歳
入
の
減
額
分
と
し
て
、
基
金

繰
入
の
う
ち
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
を
抑
制
し
た
こ
と
が
主

な
減
額
分
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

歳
出
の
増
額
分
と
し
て
、
台
風

19
号
の
災
害
復
旧
費
及
び
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
の
増
加
が
主
な
要

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

減
額
分
と
し
て
、
公
営
住
宅
の

建
替
え
や
除
雪
機
械
購
入
費
、
会

津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
負
担

金
が
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第６次下郷町総計画に基づく新年度予算令和2年度一般会計内訳

令和2年度特別会計内訳

一  般
会  計

億
円46.85 を可決

新

まちづくり
人づくり
（協働推進）
７２６９万円

・地域おこし協力隊
・公共施設個別施設計画策定
　支援業務
・庁舎次期システム構築　など

賑わいと
産業の創出
（活力創造）

２億８０６６万円
・中山間地域等直接支払事業
・有害鳥獣対策事業
・地域振興プレミアム商品券
発行補助金　など

豊かな心を育む
（教育文化）
２億８４０万円

・児童手当
・子ども医療無料化事業
・学校司書配置事業
・大内宿保存整備事業　など

健やかな暮らし
（健康福祉）

２億３９０８万円

・各種予防接種費用の負担軽減
・不妊治療助成金
・緊急風しん抗体検査
・高齢者タクシー助成　など

住みよいまち
（生活環境）

７億５２４９万円

・生活バス路線確保
・ハザードマップ更新
・公営住宅建替　２棟　など

特　別　会　計 予　算　額 増減額 ( 対元年度 ) 増減率
国 民 健 康 保 険 7 億 9296 万 4 千円 △ 3232 万 6 千円 3.92％ ↓
後 期 高 齢 者 医 療 8658 万 3 千円 1089 万 1 千円 14.39％ ↑
介 護 保 険 8 億 9122 万 6 千円 1174 万 5 千円 1.34％ ↑
簡 易 水 道 事 業 2 億 1003 万 7 千円 1309 万 7 千円 6.65％ ↑
農業集落排水事業 3112 万 5 千円 490 万 8 千円 18.72％ ↑
合 計 20 億 1193 万 5 千円 831 万 5 千円 0.41％ ↑

※すべての金額は、読みやすくするため
千の位で四捨五入してあり、また一部
の端数を調整してあります。

繰越金・諸収入等　
７億５８９０万円

地方交付税　
１６億３０００万円

国庫支出金等　
６億３７６５万円

民生費
９億１８３５万円

土木費
７億９１１４万円

総務費
７億６６３７万円

公債費
４億３０７５万円

教
育

費
４

億
２

９
３

４
万

円

議会費ほか  2％
１億７５８万円

予備費  1％
２０５０万円

衛生費

３億９５０４万円農林水産業費

３億３９９１万円
消防費

２億８８３６万円

商工労働費
1 億９７６６万円

町債　
４億８６０万円

地方譲与税ほか
２億４１２７万円

自主財源
38％

歳入
歳出

依存財源
62％

町税　
１０億８５８万円

16％

35％

13％

20％

17％

16％9％
9％

9％
7％

6％
4％

9％

5％

22％

繰越金、使用料の
ほかに基金繰入金
が大部分を占める

どの地域でも一定の行政サービス
を提供できるようにするため国か
ら交付される

国や県からの補助
金・委託金・負担金

一定水準の生活と安
定した社会生活を保
障する経費
社会福祉、児童福祉、
生活保護など

道路や橋りょう整備
などにかかる経費

人件費、財産管理費
など

借金の返済額

町の借金
みなさんからの
税金

令和2年度
重点事業内訳
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町
で
も
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

使
用
す
る
団
体
に
町
が
共

催
し
て
い
る
場
合
は
使
用

料
免
除
、
町
が
後
援
の
場
合
は
使
用

料
が
半
分
免
除
に
な
る
。

施
設
使
用
の
減
免
申
請
の

基
準
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

33 月月

定定 例例 会会

▼
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
設
定

議
員
の
報
酬
や
町
長
の
給

与
な
ど
で
条
例
改
正
が
あ

る
場
合
は
、
特
別
報
酬
審
議
会
に

諮
問
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
か
。

特
別
報
酬
審
議
会
で
は
議

員
報
酬
額
並
び
に
町
長
、

副
町
長
及
び
教
育
長
の
給
料
額
に

関
す
る
条
例
を
提
出
す
る
場
合
は

諮
問
が
必
要
に
な
る
が
、
今
回
の

期
末
手
当
に
つ
い
て
は
諮
問
の
対

象
外
と
考
え
て
い
る
。

▼
「
第
６
次
下
郷
町
総
合
計

画
」に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
で
終
了
す
る

第
５
次
下
郷
町
振
興
計
画
に
続

く
次
期
計
画
を
、「
第
６
次
下

郷
町
総
合
計
画
」
と
名
称
を
変

え
検
討
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
計

画
の
内
容
が
ま
と
ま
っ
た
た
め

町
か
ら
議
会
へ
説
明
が
行
わ
れ

た
。

　
そ
の
後
の
質
疑
等
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
る
。

総
合
計
画
で
「
人
と
人
が

つ
な
が
る
こ
と
で
新
た
な

ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
」
と
あ
る

が
、
住
民
の
声
を
ど
う
受
け
取
っ
て

い
く
の
か
。

各
種
団
体
が
年
間
通
し
て

公
民
館
を
使
用
し
て
い
る

が
、
道
具
は
置
き
去
り
に
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
。
そ
の
使
用
料
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

社
会
教
育
の
登
録
団
体
と

し
て
使
用
す
る
場
合
は
、

減
免
措
置
さ
れ
る
。
し
か
し
、
備

品
の
保
管
に
つ
い
て
は
、
ロ
ビ
ー
等

に
保
管
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

そ
の
件
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
各
種

団
体
と
協
議
、
検
討
し
て
い
く
。

▼
下
郷
町
公
園
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

条
例
の
一
部
改
正
は
消
費

税
増
税
に
伴
う
使
用
料
値

上
げ
に
よ
る
も
の
。
管
理
・
運
営
す

る
側
と
し
て
、
施
設
整
備
の
状
況

や
管
理
状
況
等
も
加
味
し
、
適
切

な
料
金
設
定
と
す
る
た
め
に
他
町

村
と
の
比
較
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

他
町
村
の
施
設
と
の
比
較

に
つ
い
て
は
今
後
調
査
し
て

い
く
。

▼
下
郷
町
公
民
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
設

定
料
金
表
に
「
婚
礼
衣
装
」

（
松
、竹
、梅
）と
あ
る
が
最

後
に
町
民
へ
貸
し
出
さ
れ
た
の
は
い

つ
だ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
は
維

持
管
理
が
非
常
に
大
変
で
あ
る
こ

と
か
ら
今
後
、
廃
止
す
る
な
ど
の
検

討
課
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

婚
礼
衣
装
の
貸
し
出
し
は
、

昭
和
60
年
度
に
１
件
あ
り

そ
れ
以
後
の
貸
し
出
し
は
無
い
。
条

例
に
つ
い
て
は
次
年
度
に
見
直
し
を

行
い
た
い
。

公
聴
会
・
座
談
会
等
で
広
く

町
民
の
意
見
を
反
映
で
き

る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
化
を
図
り
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

個
人
所
有
の
文
化
財
の
行

き
場
が
な
く
な
っ
た
と
い

う
事
が
実
際
に
起
き
た
。
文
化
財
の

流
出
防
止
・
活
用
へ
の
し
っ
か
り
し

た
対
策
を
お
願
い
し
た
い
。

所
有
者
や
関
係
者
の
理
解

を
得
な
が
ら
適
切
な
保
存

に
努
め
る
。 町

で
は
農
林
・
商
工
に
つ

い
て
様
々
な
支
援
制
度
が

あ
る
が
「
起
業
化
へ
の
支
援
」
と

は
、
町
独
自
の
支
援
策
と
い
う
こ

と
な
の
か
。

　
３
月
２
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
３

月
定
例
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
令

和
２
年
度
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
、

元
年
度
補
正
予
算
な
ど
町
提
出
議
案

の
21
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
は
す

べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

【
町
提
出
議
案
】

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
設
定

▼
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
期
末
手
当
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
設
定

▼
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

▼
下
郷
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
設
定

▼
下
郷
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
設
定

▼
下
郷
町
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
設
定

▼
下
郷
町
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
設
定

▼
下
郷
町
町
民
体
育
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
設
定

▼
下
郷
町
武
道
場
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
設
定

▼
下
郷
中
学
校
校
庭
夜
間
照
明
施
設
使
用
料

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

▼
下
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

▼
町
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て

▼
令
和
元
年
度
下
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

▼
令
和
元
年
度
下
郷
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

▼
令
和
２
年
度
下
郷
町
一
般
会
計
予
算

▼
令
和
２
年
度
下
郷
町
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

▼
令
和
２
年
度
下
郷
町
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

▼
令
和
２
年
度
下
郷
町
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算

▼
令
和
２
年
度
下
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算

▼
令
和
２
年
度
下
郷
町
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
予
算

【
議
員
提
出
議
案
】

▼
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発

効
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

令和２年度からはじまる
第６次下郷町総合計画

◆
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出

▽
陳
情
者

　

下
郷
町
大
字
豊
成
字
林
中

６
０
９
０

児
山 

正
己　

氏　

他
１
名 陳

　
情

議
会
全
員
協
議
会

主
な
議
案
審
議
内
容

▽
審
査
結
果 

～ 

採　

択

　

（
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
付

託
）

▽
意
見
書
提
出
の
議
決

　

内
閣
総
理
大
臣
な
ど
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
を
議
決
し

た
。

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
活
か

し
た
起
業
化
を
県
同
様
、
本
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　“一般質問 ”とは、町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等について、
　町長などに所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることを言います。

一 般 質 問一 般 質 問

3議員が

町政を問う

◇玉川　邦夫（9ページ）
●魅力溢れる教育ビジョンについて
●地方交付税の効果的運用について
●お客様にとっての温かい窓口について

３月定例会では、3人の議員が５件の一般質問を３月５日に行い、活発な議
論を展開しました。9ページより、質問した順に代表する質問の質疑応答を
要約してお知らせします。

◇星　　輝夫（11ページ）
●災害避難所の耐震性能不足及び
　国道の通行止めについて

◇小椋　淑孝（10ページ）
●小学校統合について

町
長
か
ら
は
今
だ
明
快
な

構
想
・
ビ
ジ
ョ
ン
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。
ぜ
ひ
、
今
後
の
統
廃

合
構
想
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

本
町
の
地
理
的
条
件
の
中

内
で
の
検
討
が
必
要
だ
ろ
う
。
町
も

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
協
議
・
検
討

し
て
い
き
た
い

出
納
室
隣
の
一
部
が
物
置

状
態
に
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
行
政
窓
口
と
し
て
は
良
く
な

い
。
検
討
さ
れ
た
い
。

多
く
の
来
庁
者
を
迎
え
る

行
政
窓
口
で
も
あ
る
た
め

有
効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
。

小
学
校
統
廃
合
の
明
快
な
構
想
を

地
理
的
条
件
も
踏
ま
え
、

　

先
進
事
例
を
参
考
に
推
進
す
る

質問

答弁

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
達
成
率
は

達
成
率
68
％

過
疎
対
策
法
の
継
続
を
求
め
て
い
く

質問

答弁観
光
案
内
窓
口
を
も
っ
と
身
近
な
所
に

公
社
と
共
に

　

協
議
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質問

答弁

で
、
通
学
距
離
･
身
体
的
･
経
済

的
負
担
を
踏
ま
え
た
様
々
な
意
見

を
頂
い
て
い
く
。
ま
た
、
若
者
の
定

住
促
進
･
雇
用
創
出
･
子
育
て
環

境
等
、
先
進
事
例
を
参
考
に
進
め

て
い
く
。少

子
化
対
策
の
た
め
に

も
、
魅
力
あ
る
教
育
を
ど

う
し
て
い
く
か
が
重
要
で
、「
統

合
す
れ
ば
解
決
」
で
は
な
い
。
そ

こ
で
、
大
学
や
先
進
校
さ
ら
に
は

地
域
の
有
識
者
に
よ
る
「
推
進
委

員
会
」
等
の
立
ち
上
げ
が
急
務
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

総
合
教
育
会
議
を
年
３
回

実
施
し
て
い
る
。
廃
合
･

複
式
解
消
問
題
と
共
に
、
子
ど
も

と
い
か
に
向
き
合
い
、
地
域
･
家

庭
が
ど
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

か
、
と
い
っ
た
教
育
の
本
質
に
つ

い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

設
け
ら
れ
た
が
、
本
町
で
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
予
算
計
上
に
な
っ
て

い
る
の
か
。具

体
的
に
は
、６
次
総
合
計

画
に
沿
っ
た
重
点
事
業
へ
予

算
計
上
さ
れ
た
約
15
億
５
千
万
円
の

一
部
に
相
当
す
る
と
捉
え
て
い
る
。

駅
カ
フ
ェ
や
物
産
館
の
一
角
に
移
動

し
て
、
お
客
さ
ん
へ
の
情
報
提
供
の

充
実
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

着
地
型
事
業
や
観
光
公
社

事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て

は
、
運
営
場
所
の
見
直
し
は
、
公
社

地
方
交
付
税
は
、
町
予
算

の
約
40
％
近
く
を
占
め
、

非
常
に
使
い
勝
手
が
よ
い
だ
け
に
、

偏
っ
た
使
い
方
に
な
ら
な
い
よ
う
、

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い
。
交
付
税

の
算
定
項
目
と
し
て
、「
地
域
の
元

気
創
造
事
業
費
」「
人
口
減
少
等
特

別
対
策
事
業
費
」
が
平
成
29
年
度
に

今
年
度
か
ら
、
養
鱒
公
園

内
の
観
光
公
社
に
、
旅
行

業
務
も
兼
ね
備
え
た
窓
口
が
で
き

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
着
地
型
プ
ラ

ン
」
が
積
極
的
に
提
供
さ
れ
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
観
光
案

内
窓
口
と
し
て
は
離
れ
過
ぎ
て
る
。

町
政 一般質問

玉川 邦夫 議員
kun io  t amakawa  

本
町
で
も
「
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
」で
平
成
28

年
度
か
ら
令
和
二
年
度
ま
で
の
具

体
的
事
業
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。
町
道
の
整
備
や
集
落
の
維
持

支
援
事
業
等
、あ
と
一
年
で
ど
の
程

の
達
成
率
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

達
成
率
68
・
8
％
を
見
込

ん
で
い
る
。
事
業
債
借
入

と
交
付
税
措
置
は
あ
る
が
、全
国
各

地
の
要
望
も
多
く
、計
画
通
り
に
い

か
な
い
。
引
続
き
、
過
疎
地
域
の
振

興
に
向
け
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
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ら
の
対
策
を
協
議
し
て
い
か
な
く
て

は
、い
ざ
と
い
う
時
に
間
に
合
わ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

　

以
前
、
子
を
持
つ
親
御
さ
ん
の

方
々
か
ら
、
今
後
に
向
け
て
意
見
集

約
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
質
問

し
ま
し
た
が
、
聞
き
取
り
調
査
な
ど

は
行
っ
た
の
か
。

令
和
元
年
の
６
月
21
日
か

ら
６
月
28
日
に
か
け
、
町

内
保
育
所
及
び
小
学
校
の
保
護
者

意
識
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の

目
的
は
、
町
内
小
学
校
の
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
適
正
な
学
校

規
模
や
少
人
数
教
育
に
関
す
る
検

討
資
料
と
し
て
実
施
し
た
。

　

調
査
県
下
の
概
要
は
下
記
の
通

り
。

町
内
の
小
学
校
３
校
で
、

４
月
の
新
年
度
よ
り
２
年

生
、
３
年
生
が
複
式
学
級
の
授
業

が
始
ま
る
。
複
式
学
級
を
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
親
御
さ
ん
の
方
々
か

ら
、
不
安
や
今
後
の
こ
と
を
心
配
し

て
い
る
と
い
っ
た
声
が
あ
る
。
他
町

村
も
同
じ
だ
が
少
子
化
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
現
状
で
は
、
今
後
の

施
策
を
考
え
て
い
く
の
も
難
し
い
と

は
思
う
が
、
今
の
う
ち
か
ら
何
か
し

人
数
が
少
な
い
と
、
競
争

心
も
薄
れ
て
し
ま
う
な
ど

危
惧
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
他
の

学
校
と
の
連
携
や
交
流
な
ど
も
考

え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
ほ

か
の
町
村
で
義
務
教
育
学
校
な
ど

出
来
上
が
っ
て
い
る
が
、
今
後
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

少
子
化
は
全
国
的
に
進
ん

で
い
る
。
町
と
し
て
も
保
護

者
や
地
域
の
方
を
含
め
、
下
郷
町
の

教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
意
識
調

査
を
参
考
に
し
、
統
合
あ
り
き
の
会

議
で
は
な
く
、
町
全
体
の
教
育
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
、
今
後
進
め
て
い

き
た
い
。

の
か
伺
い
た
い
。

国
・
県
道
通
行
規
制
は
南

会
津
建
設
事
務
所
で
所
管

し
て
お
り
、
台
風
19
号
の
際
の
通

行
規
制
は
連
続
雨
量
が
１
２
０
ミ

リ
を
超
過
し
、
降
雨
に
よ
り
土
砂

崩
れ
等
の
危
険
性
が
高
い
異
常
気

象
時
通
行
規
制
区
間
で
実
施
さ

れ
た
。
町
内
の
異
常
気
象
時
通

行
規
制
区
間
は
国
道
で
２
か
所
、

県
道
で
４
か
所
あ
る
。
本
町
か
ら

南
会
津
町
方
面
に
つ
い
て
は
国
道

１
２
１
号
に
は
規
制
区
間
が
な
い
。

進
め
て
い
る
。
福
祉
避
難
所
と
し

て
い
る
下
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
耐
震
基
準
に
適
合
し

て
い
る
。避

難
所
が
耐
震
性
能
不
足

に
よ
り
使
用
で
き
な
い
と

い
う
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
町

民
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
の

か
伺
い
た
い
。

避
難
所
が
耐
震
性
能
不
足

に
よ
り
使
用
で
き
な
い
と

い
う
事
態
が
発
生
し
た
場
合
の
避

難
方
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
避

難
方
法
や
避
難
所
を
含
め
地
域
防

災
計
画
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
下
郷
町
防
災

会
議
や
避
難
所
等
の
新
た
な
指
定

条
件
、
避
難
所
等
の
案
に
つ
い
て

各
行
政
区
長
へ
説
明
し
意
見
を
頂

い
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
ま
と
め

今
年
度
中
に
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
が
完
成
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
町
民
の
安
全
・
安
心

の
確
保
を
図
る
た
め
、
早
め
の
自

主
避
難
の
呼
び
か
け
や
避
難
勧
告

等
を
心
が
け
て
い
く
の
で
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
土
砂
災

町
政 一般質問

小椋 淑孝 議員
hide t aka  o gu ra

小
学
校
統
合
に
つ
い
て

統
合
あ
り
き
で
は
な
く

　

町
全
体
の
教
育
を
検
討
し
て
い
く

質問

答弁

調査対象：小学校及び保育所に通う保護者
回答数：137世帯　61.7％

２２２世帯

Q 今の人数で６年間学ぶことが適当か

Q 通園、通学時間の許容範囲は

A 30分以内であれば許容できる　71％

回答内容

割合（％）

主な理由

適当である

37％

子供の状況を把握
しやすい　29％

適当でない

35％

運動会等学校行事に
支障を来す　32％

分からない

28％

ーー

12
月
議
会
に
お
い
て
、
災

害
避
難
場
所
に
つ
い
て
質

問
し
た
が
、
町
民
体
育
館
が
耐
震
性

能
不
足
に
よ
り
使
用
不
可
能
で
あ
る

と
答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
町

災
害
避
難
所
の
耐
震
性
能
不
足
及
び

国
道
の
通
行
止
め
に
つ
い
て

防
災
計
画
及
び
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
を
行
う

質問

答弁

民
に
対
し
て
告
知
し
た
の
か
伺
い
た

い
。

町
民
体
育
館
は
耐
震
性
能

不
足
で
避
難
所
と
し
て
使

用
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
現

時
点
で
周
知
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

各
地
域
の
一
時
集
合
場
所

や
避
難
所
で
あ
る
集
会

所
、
そ
の
他
全
て
の
避
難
所
や
福

祉
避
難
所
等
の
耐
震
基
準
は
満
た

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

各
地
域
の
一
時
集
合
場
所

や
避
難
所
で
あ
る
集
会

所
、
そ
の
他
全
て
の
避
難
所
や
福

祉
避
難
所
等
の
耐
震
基
準
は
満
た

さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

現
在
平
成
27
年
３
月
策
定
の
町
防

災
計
画
に
あ
る
全
て
の
施
設
で
耐

震
基
準
に
適
合
し
て
い
る
状
況
に

は
な
い
た
め
現
在
そ
の
見
直
し
を

町
政 一般質問

星　輝夫 議員
teruo　 hosh i

害
警
戒
区
域
等
に
あ
る
施
設
や
耐

震
性
能
が
確
保
で
き
な
い
施
設
に

つ
い
て
は
指
定
避
難
所
か
ら
除
外

す
る
と
し
た
町
と
し
て
の
基
本
的

な
考
え
方
に
よ
り
、
令
和
２
年
度

に
予
定
さ
れ
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
修
正
で
は
指
定
避
難
所

な
ど
の
見
直
し
を
反
映
さ
せ
改
訂

版
を
町
民
へ
配
布
す
る
。

昨
年
の
台
風
19
号
の
際
に

国
道
１
１
８
号
会
津
若
松

方
面
は
通
行
止
め
。
同
国
道
の
南

会
津
方
面
は
通
行
可
能
で
し
た

が
、
同
じ
国
道
で
対
応
が
違
っ
た

平成 27 年３月ハザードマップに
掲載避難所一覧
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4 月
臨 時 会

議長就任あいさつ
　こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
得
て
、
議
長
の
要
職

を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
自
ら
浅
学
菲
才
を
省
み
て
、

そ
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　本
年
３
月
の
議
会
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
各
層
よ

り
多
く
の
立
候
補
者
が
あ
り
、
三
十
代
の
若
い
議
員
一
人
を

含
む
新
人
三
人
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
特
記
す
べ
き

で
あ
り
、
よ
り
幅
広
い
町
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
と
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　我
が
下
郷
町
は
、
事
業
着
手
と
な
っ
て
い
る
会
津
縦
貫
南

道
路
と
、
国
道
２
８
９
号
が
交
差
す
る
起
点
と
な
る
町
で
あ

り
、
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
只
見
町
か
ら
新
潟
県
三

条
市
ま
で
の
国
道
２
８
９
号
が
開
通
と
な
れ
ば
、
日
本
海
か

ら
太
平
洋
を
結
ぶ
日
本
列
島
横
断
道
路
と
な
り
、
よ
り
有
利

な
条
件
が
備
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
は
、『
未
来
創
生

交
流
の
ま
ち
下
郷
〜
「
つ
な
ぎ
、
育
み
、
人
づ
く
り
の
ま
ち
」

を
目
指
し
て
〜
』
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た
第
６
次
下

郷
町
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
下
郷
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
下
郷
町
創
生
総
合
戦
略
等
の
諸
計
画
に
基
づ
い
て
、
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
、若
者
の
流
出
を
食
い
止
め
る
と
と
も
に
、

地
場
産
業
の
振
興
や
企
業
支
援
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
雇

用
を
増
や
す
取
り
組
み
な
ど
を
推
進
し
、
さ
ら
に
は
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。　そ

の
た
め
に
も
、
町
民
の
声
を
よ
く
聴
き
、
そ
し
て
円
滑

な
議
会
運
営
を
心
が
け
、
下
郷
町
発
展
の
た
め
努
力
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

下
郷
町
議
会
議
長

　小
玉 

智
和

　任期満了改選に伴う、新たな12人の議

員による初議会（４月臨時会）が4月3日
に開催され、議長や副議長の選出や各委

員会の委員の選出などが行われ、新たな

議会構成が決まりました。

新
議
長
に
小
玉 

智
和 

氏

新
副
議
長
に
湯
田 

純
朗 

氏

　令和２年２月18日、会津縦貫南道路の一部を担
う国道118号小沼崎バイパスの（仮称）田代トンネ
ルで貫通式が執り行われた。下郷町長を初め下郷町
議会議員も出席し約50名が出席した。
　（仮称）田代トンネルは全長678メートル、幅員
７メートルで2018年10月に着工となった。早期完
成を目指し国会議員や国土交通省などへ要望してき
た結果がまた一つ形となった。
　昨年の4月26日にはこの田代トンネルを取材させ
ていただいた。その際には掘削も678メートル中76
メートルほどであった。１日３メートルしか進まな
い作業で年内に貫通式を行えたのも現場の作業員の
方々のご努力があったからと思う。
今後、下郷大橋（仮称）の建設も着工され接続され
ればまた一つ利便性の向上が図られることからも今
後とも国等への要望を続けていく。

国道118号
小沼崎バイパスの
早期完成を

２月１８日
（仮称）田代トンネル

貫通式

貫通式の様子

建設中の下郷大橋（仮称）

　令和2年2月6日、第71回全国町村議会議長会定期総会の席上で自治功労者の表彰があっ
た。下郷町議会からも町村議会議員として15年以上の功労を認められ星政征議員、小玉智和
議員、猪股謙喜議員の3名が表彰された。
　3名は、3月2日下郷町議会定例会の席上で佐藤盛雄議長から表彰状の伝達を受けた。
　伝達後、3名からご挨拶をいただき町民や同僚議員、歴代町長への感謝を述べられました。

長年の功績を
全国町村議会議長会
より表彰

３月２日
全国町村議会議長会
自治功労者表彰状伝達

topics議 会
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新　議　員　紹　介新　議　員　紹　介新　議　員　紹　介新　議　員　紹　介
任期：令和２年４月１日～令和６年３月31日

議席番号１番

当選　1回（塩生） 当選　2回（中山） 当選　4回（大松川） 当選　2回（湯野上）

当選　1回（楢原） 当選　2回（塩生） 当選　10回（小松川） 当選　3回（小野）

当選　3回（白岩） 当選　1回（姫川） 当選　2回（林中） 当選　5回（姫川）

議席番号２番 議席番号３番 議席番号４番

議席番号５番 議席番号６番 議席番号７番 議席番号８番

議席番号９番 議席番号10番 議席番号11番 議席番号12番

星　和志（38歳）

星　昌彦（64歳）

星　能哲（79歳）湯田  健二（73歳） 湯田  純朗（65歳） 小玉  智和（74歳）

星　輝夫（65歳）玉川 邦夫（69歳） 佐藤 盛雄（67歳）

佐藤　勤（79歳） 山名田久美子（63歳）小椋 淑孝（46歳）

各

委

員

会

の

構

成
◎
は
委
員
長

　〇
は
副
委
員
長

議会運営委員会議会広報常任委員会

総務文教常任委員会産業厚生常任委員会

下郷町選挙管理委員会委員 その他の所属機関等

　星　能哲　　　　星　和志
◎山名田久美子　〇玉川邦夫

　湯田健二　　　湯田純朗
◎佐藤盛雄　　〇小椋淑孝

星　和志　　佐藤盛雄　　星　輝夫
湯田純朗　◎小椋淑孝　〇玉川邦夫

佐藤　勤　　星　能哲　　 星　昌彦
小玉智和　◎湯田健二　〇山名田久美子

議会だより及び議会ホームページの作
成のための調査・研究、編集を行います。

町民課、健康福祉課、農林課、建設課
の分掌に属する事項及び農業委員会に
所属する事項の調査や、これに属する
議案・陳情等の審査を行います。

◆委員の選挙結果
　星　　学 氏（小野）　４票
　我妻　洋 氏（姫川）　４票
　渡部和夫 氏（倉村）　２票
　一柳貞夫 氏（中妻）　１票

総務課、総合政策課、税務課、出納室
の分掌に属する事項及び教育委員会に
所属する事項の調査や、これに属する
議案・陳情等の審査を行います。

円滑な議会運営のため、会議規則や議
長の諮問に関する事項等の調査を行い、
議案や陳情等を審査します。

◇
南
会
津
地
方
広
域
市
町

　村
圏
組
合
議
会
議
員

　
　
　〇
小
玉
智
和 

議
員

　
　
　〇
星

　輝
夫 

議
員

　
　
　〇
星

　能
哲 

議
員

◇
南
会
津
地
方
環
境
衛
生

　組
合
議
会
議
員

　
　
　〇
小
玉
智
和 
議
員

　
　
　〇
佐
藤
盛
雄 

議
員

　
　
　〇
湯
田
純
朗 

議
員

　
　
　〇
星

　昌
彦 

議
員

◇
下
郷
町
公
有
財
産
審
議
会

　委
員

　
　
　〇
佐
藤
盛
雄 

議
員

　
　
　〇
佐
藤

　勤 

議
員

　
　
　〇
星

　輝
夫 

議
員

　
　
　〇
星

　昌
彦 

議
員
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議会を傍聴しませんか 町議会定例会は３月･６月･９月･１２月に開かれます。
お問い合わせは町議会事務局（６９-１１２３）まで

議会からのお願い 議会だより取材のため、議会議員（広報常任委員）が
写真撮影に伺うことがあります。ご理解とご協力をお願いいたします。

４
年
前
初
め
て
広
報
編
集
に
携
わ

�
た
年
�
熊
本
地
震
が
発
生
�
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅

威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
�
災
害
時

は
�
お
互
い
支
援
の
手
を
差
し
伸

べ
�
早
期
の
復
興
を
祈
る
こ
と
が

で
き
た
�
し
か
し
今
回
は
�
全
国

に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ

た
�
早
期
に
終
息
す
る
こ
と
を
祈

る
ば
か
り
だ
�
そ
の
た
め
に
は
�

私
た
ち
一
人
一
人
の
行
動
が
大
切

に
な
�
て
く
る
�
不
要
不
急
の
外

出
を
避
け
�
自
粛
が
求
め
ら
れ
て

い
る
�
明
け
な
い
夜
は
な
い
�
力

を
合
わ
せ
乗
り
き
り
ま
し
�
う
�

　
　︵
山
名
田 

久
美
子
︶

議会広報常任委員会

委 員 長　山名田　久美子
副委員長　玉　川　邦　夫
委　　員　星　　　能　哲
委　　員　星　　　和　志

議会だよりギャラリー 議会とまちのうごきを
写真でレポート

今年も農作業が始動！

☆張平と塩生地区に潤いをもたらす用水路

（大堰）の点検。取水口は大松川の観音川

上流です。

昨年１０月の洪水で、この付近一帯は大規

模な土砂災害に遭っている。

☆毎年４０～５０メートル区間の用水路工事

を生産者の力を結集して行われます。３週

間後、そこに観音川からのきれいな水が流

れてきます。

☆４月から関東方面へ下

郷町を丸ごと運んでくれ

る”走る広告”

（株）ユミタ運輸

大堰の検分

U字溝設置

ラッピングトラック


